
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 7回 理事会  

日 時 令和 2年 1月 10日 19：15～22：30 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、永木照彦、浦川純二、 

重松康志、大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、田中拓郎、池田章子 

監事：平野英三、柿田謙三 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、長谷川隆史 

学会：柿田京子、金子創一 

Web：吉見 晃(対馬地区代表)、小田慎也(上五島地区代表)、石本 誠(壱岐地区) 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）壱岐地区 令和元年度事業補正予算案審議について 
  壱岐地区は研修会を 5 回企画しており、予算 223,280 円のところ、今まで 1 から 3 回の研修会が終わっ

た時点で既に 21,190 円超過。巡回役員の増加、講師の追加が理由。第 4 回の地域ケア会議推進リーダー
導入研修会を当初 DVD やサテライト実施を計画したが、フェイストゥフェイスに変更。講師として飯野
理事、また担当管理者同伴を予定し、合わせて 164,000 円程度の補正予算をいただきたい。審議の結
果、第 4 回研修会については参加人数を確認後三役承認という形となり、その予算 60,500 円の補正に
ついてはペンディング。その他補正予算については提案通り可決された。 

２）島嶼部のサテライト会場(Web・VTR)での生涯学習ポイント研修の在り方について 
新生涯学習システムや会員メリットなどを考え、島嶼部で生涯学習ポイントを取れる研修会が求められ
ている。島嶼部では講師が少なく、ほぼ研修会が行えていない現状からWebや VTRを用いた研修会の
開催を検討。JPTAからは入退室や会場登録など管理面をしっかりすれば可能と返答あり。詳細は今後
JPTAとの整合性も取りながら調整していく。今回はこの話を進めてよいかどうか、審議いただきたい。
審議の結果、提案通り可決された。 

３）令和元年度 上五島地区役員巡回について 
   上五島地区の第 5 回地区研修会として役員巡回を希望。第一希望が 14 日、第二希望が 21 日。内容

については理学療法士協会の今後の活動方針を 90 分、新生涯学習の事前準備など。3 月 21 日に大
山会長、志岐理事の 2名が参加することにする。審議の結果、提案通り可決された。 

４）Web会議の運用について 
Web 会議について、次年度から本格的な導入にあたり 2 点検討。1 点目、Web 会議への参加者の招
集と「teams」への招待について、事前に担当理事が招集予定者に日時を伝え、待機してもらうよう
にする。担当理事は議題提出に合わせて Web 会議の有無を総務部に連絡。「teams」への招待は事
務局から。2 点目、Web 会議参加者の会議費精算は各地区、各部で一旦支出し、それぞれ精算表を
作成の上、他の事業の決算書と一緒に財務に送付する形を提案。審議の結果、提案通り可決された。 

５）壱岐市、諫早市における審査会・推進会議委員会選出の件について 
壱岐市の介護認定審査会と諫早市介護予防・日常生活支援推進会議について期間満了に伴う公募を実
施。壱岐市は定員 1 名のところ 1 名、現任者から応募あり。諫早市は定員 1 名のところ 2 名の応募があ
り、理事会で推薦。壱岐市介護認定審査会は石本先生、諫早市介護予防・日常生活支援推進会議は山
口先生を推薦する。審議の結果、提案通り可決された。 

６）当日運営費の金額・勘定科目の見直しについて 
     会議費と当日運営費を見直し、今後は日当として新しい勘定科目を検討。半日運営 3000 円、1 日運営

5000 円を考えている。 現在当日運営費と会議費で 600 万円のところ、新たな金額案では当日運営費が
473 万円、会議費が約 400 万円で合計 873 万円となり、273 万円増額となる。また源泉による作業が増
える。諸謝金という勘定科目の設定と金額について審議いただきたい。審議の結果、提案通り可決され
た。 

 ７）令和 2年度新卒者オリエンテーション開催について 
   令和 2 年度新卒者オリエンテーションは 4月 19 日にアマランスにて新卒者研修も抱き合わせで実施

予定。審議の結果、提案通り可決された。 
 ８）会員親睦スポーツ大会開催について 
   2019 年度会員親睦スポーツ大会は 2020 年 3 月 20 日 9 時～13 時、場所は放虎原小学校にて。内容

はふらばーるバレーボール。審議の結果、提案通り可決された。 
 ９）スポーツ理学療法運営担当者会議について 
   昨年 11 月 30 日に東京の田町カンファレンスルームにて開催。障害者スポーツについて活動と参加に繋

がるような関わりをしてほしいとのこと。また中体連の参与の方が長崎の中学校野球への関わりについ
て紹介。長崎で IOC のマッチングを受けオリピック、パラリンピックで活動する PT は 3 名。オリンピ



ック、パラリンピックで活動する PT への支援について、各県士会で、人材育成を条件にしながら金銭
的な支援を検討してほしいとのこと。施設依頼で行く場合など、規定から考える必要あり、組織運営検
討委員会などで検討していく。今回はペンディング。 

 １０）協会指定管理者研修会に伴う士会長推薦書承認の件について 
   標記について、8 名承認依頼あり。いずれも管理者の承認あり、問題ない。審議の結果、提案通り可決さ

れた。 
 １１）令和 2年度長崎県理学療法士協会学術研修大会案について 
   来年度の県学会は九州学会と時期的に近いため、研修会への変更し 2 月に開催を検討。予算は 1303,000

円の予定。6 テーマを 2 日間で行う形。また学術研修会は行わない方向。審議の結果、提案通り可決され
た。 

 １２）2019年度介護保険研修会について 
   2 月 22 日シーハット大村にて開催予定。大村市における介護予防・日常生活支援総合事業の現状と課題

ということで OT の村木先生、また介護予防・日常生活支援総合事業の実際と理学療法士に求められる
関わりということで平戸市民病院の村山先生に講義いただく。士会指定事業や生涯学習ポイント付与に
ついては検討とする。審議の結果、提案通り可決された。 

 １３）長崎理学療法への執筆依頼謝金について 
   今年度、19 巻の作成に入っているが 5 つの短報のみで紙面上心もとない。また学会 30 回記念というこ

ともあり、神津先生、沖田先生、塩塚先生に執筆依頼した。謝金の規定はないが、神津先生と沖田先生
が 50,000円、塩塚先生が 30,000円でお願いすることになった。審議の結果、提案通り可決された。 

 １４）新入会員承認について 
   入会 2名、休会 10名、退会 6名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）令和 2年度事業予算について 

県から事業費増額が必要と指摘された点、12 月 11 日に相談に行った。結果、配賦が認められ、計算上
ではクリアできそうな見込み額となった。次年度予算は会費収入が 600 万円上がるも 150 万円マイナス
の状態。(資料参照)次年度は学会を行わず 70 万円少ない予算でこの額なので、次々年度であれば 220 万
円程度マイナスという計算。金額が上がっている箇所で調整依頼中。今後地区の事業も調整予定。 

２）令和 2年度事業計画について 

令和 2 年度事業計画の提出状況は資料参照。担当部局が不明な事業もあり、今後は部局の明記を。次年
度、福祉保健部はハラスメントの研修会を開催する方向。 

３）令和 2年度 NPTA定時総会等に関するスケジュール(案)について 
      来年度の定時総会は 5月 31日、会場はアマランスで調整。 
 ４）令和 1年度 第 1～3回学術研修会 報告について 
   資料参照 

５）NPO 在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク【第 26 回全国の集い in 長崎おおむら 2020 実行

委員会】について 

   理学療法士協会の分科会のひとつで、在宅ケアが中心。こちら主導でやることになり、介護予防、サル
コペニア、フレイルに関してできれば県士会と STのセッションを用意したい。 

 ６）令和元年度全国高校サッカー選手権大会長崎大会メディカルサポート活動報告について 
   内容は資料参照。今回は研修医や医学部学生の見学があった。 
 ７）令和元年度第 4回ダイハツ工業地域密着プロジェクトについて 
   滞りなく終わり、来年度も佐世保で行う予定。 
 ８）長崎元気フェスタへの出展について 
   200 人近い参加あったが、メインイベントのときに人が少なかった印象。今回体組成計を使い、データを

集められたが処理できなかった。また前回理事会の議案であった備品を購入、使用している。 
 ９）令和元年度 5 団体合同災害リハ研修会(1 日目：ファシリテーター養成研修会、2 日目：REHUG 演習)に

ついて 
   役員全員の出席あり PT 協会の意気込みが表れた。予算より 31,200 円超過し、三役会で補填を承認し

た。 
（３）その他報告事項 
 １）第 31回長崎県理学療法学術大会 進捗状況について 

プログラム完成。当日スタッフは 66 名。演題の査読は無事終了。75 演題を査読し、2 演題リジェクトと
なった。一つは倫理的配慮が未記載、もう一つは発表のレベルに達していないという結論。査読ポイン
トのところで、1 名査読していただけなかったためポイントなしとなった。演題表彰は各セッションに 3
名の理事と座長の計 4名で採点する。 大石先生の表彰は開会式中に行う方向。 

２）児童生徒の運動時等の外傷予防に関する県への要望と返答について 
昨年 10 月末に県に提言書を提出し、県から返答があり。要望自体は有益だが予算がないということ。こ
ちらの意図するところが伝わっていない印象もあり、今後作戦を練って提言を継続。 

 ３）長崎理学療法士連盟会員リストについて 
長崎理学療法士連盟の会員リストが完成。新人オリエンテーション時に連盟の規定に準じ、入会金を払
う形。また研修会に参加したら 1 年間の会費は無料となり 1,000 円となる。これを規定の中に残してい
く。 

 ４）日本理学療法士協会設立 55周年記念事業について 



JPTA から啓発活動の依頼あり、実施した各県士会に上限 100 万円を渡すとのこと。55 周年に配慮した
形で事業を行えばよく、申請する予定。地域事業推進部で対応する。 

 ５）九州学会のホームページについて 
長崎理学療法士協会のホームページから入れるが、現在フライヤーだけ。明日正式にオープン。 

 ６）地域リハビリテーション九州ブロック連絡協議会について 
   来週土曜日、日曜日開催予定。 
 ７）田中理事の異動について 
   2月 1日から目覚町のたじま整形外科に勤務となる。 
 ８）次回理事会について 
   次回は 2月 7日に理事会。15日の学会当日にも理事会開催予定。 

 

 


